
⊥
ハ
、
文
北
と
経
済
の
施
設
 
 
 

H
学
 
校
 
 
 

数
育
ほ
一
応
学
校
数
育
と
社
会
教
育
に
区
別
せ
ら
れ
る
が
、
両
者
が
一
体
と
な
つ
て
推
進
せ
ら
れ
る
と
こ
ろ
に
そ
の
効
果
は
 
 

期
待
せ
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
広
く
教
育
全
般
を
語
ろ
う
と
す
れ
ば
、
必
ず
社
会
教
育
の
面
に
深
く
入
ら
な
く
て
ほ
な
ら
ぬ
が
 
 

こ
1
で
は
熊
野
の
教
育
を
学
校
の
立
場
か
ら
述
べ
て
ゆ
き
た
い
と
思
う
。
 
 
 

義
務
教
育
と
し
て
の
本
町
の
教
育
施
設
は
第
一
、
第
二
小
学
校
と
中
学
校
で
あ
る
が
、
そ
の
沿
革
を
簡
単
に
た
ど
つ
て
み
た
 
 

い
。
な
お
そ
の
ヰ
で
目
立
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
も
の
は
巻
末
の
年
表
に
掲
載
し
て
あ
る
。
 
 
 

熊
野
第
一
小
学
校
の
前
身
ほ
明
治
七
年
（
一
八
七
四
）
 
八
月
西
光
寺
習
字
教
場
を
改
め
て
発
足
し
た
弘
時
館
で
あ
る
。
当
時
 
 

そ
の
衝
に
あ
た
つ
た
人
に
は
戸
真
の
佐
々
木
祐
四
郎
や
同
じ
く
佐
々
木
亮
之
輔
等
が
あ
り
、
寺
小
屋
の
師
匠
で
あ
つ
た
梶
山
直
 
 

人
、
猪
野
了
心
、
世
良
兵
左
衛
門
ら
が
こ
れ
に
参
劃
し
た
。
同
じ
よ
う
な
試
み
が
各
部
落
に
見
ら
れ
そ
の
状
況
ほ
次
の
表
の
よ
 
 

う
で
あ
る
。
 
 
 

こ
れ
ら
各
部
落
の
学
校
服
そ
れ
ぐ
変
遷
が
あ
り
、
明
治
十
四
、
五
年
（
一
八
八
一
、
二
）
頃
に
ほ
次
の
よ
う
に
な
つ
て
い
 
 

る
。
明
治
十
二
年
頃
の
就
学
状
況
は
極
め
て
低
調
で
村
役
場
試
車
録
に
よ
れ
ば
戸
長
が
戸
箱
薄
か
ら
学
齢
者
を
書
き
抜
き
、
そ
 
 

備考  平川輿出中萩初新  名  

と熊 ＝野   来 谷角地庭儲城神≡   

治  
克村  校  
入関  

称   
年  

円係  七  大の   ヽ  ヽ  ヽ  ヽ  ヽ  ヽ  ヽ  ヽ ら  
（⊃雨  

銭期                    n ±   看三≡完二云芦竺】助  （の  

野安  
役出  枚の  

録経  
熊村    語学 事陵   

明  
）猥 は  ヽヽヽヽヽヽ 
六 校  
智 集  

計  
す  
る   

月 ？   生  

翫教精開必斉昭誠弘  

学義業云隣文梯心時  

社餌祉廻二祉祉祉餌館  広
島
県
教
育
八
十
年
詰
所
載
の
 
 

川
角
小
学
校
の
記
録
に
拠
る
 
 

熊
野
村
中
轟
 
 

々
 
 

熊
野
村
萩
原
組
 
 

熊
野
村
新
富
組
 
 

熊
野
村
域
之
堀
組
 
 

閣
野
村
出
来
庭
組
 
 

熊
野
村
奥
地
組
 
 

平
 
 
谷
 
 
村
 
 

川
 
 
角
 
 
村
 
 

名
 
 

地
 
 

設
立
年
 
 

広
島
県
公
立
小
学
校
表
よ
り
按
琴
 
（
明
治
入
牢
）
 
 

教  
員  
男  
、 

、  二≡六三六≡七四四  
二三七四一大四四六  年

に
は
、
村
会
講
の
制
が
定
ま
り
学
校
経
費
を
一
村
の
負
担
と
す
 
 

る
よ
う
に
な
つ
た
。
（
経
費
は
十
九
年
郡
内
一
円
を
安
芸
小
学
区
 
 

と
し
連
合
会
に
ょ
っ
て
決
定
）
同
年
教
育
令
が
公
布
さ
れ
学
齢
を
 
 

六
才
か
ら
十
四
才
ま
で
と
し
、
そ
の
期
間
少
く
と
も
十
六
ケ
月
間
 
 

は
普
通
教
育
を
受
け
る
こ
と
と
な
る
。
翌
十
三
年
に
教
育
令
改
 
 

正
、
修
業
課
程
を
小
、
中
、
高
の
三
等
に
分
竺
ニ
ケ
年
以
上
八
ケ
 
 

年
以
下
と
し
、
や
む
を
待
ざ
る
限
り
男
女
教
室
を
同
じ
く
し
な
い
 
 

こ
と
に
し
た
。
学
務
委
員
が
公
選
さ
れ
た
の
も
こ
の
年
で
あ
る
。
 
 
 

熊
野
の
小
学
校
が
漸
く
軌
道
に
乗
っ
て
釆
た
の
ほ
明
治
十
九
年
 
 

の
頃
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
年
に
小
学
校
令
公
布
、
尋
常
小
学
校
四
 
 

年
を
義
務
教
育
と
し
た
が
、
簡
易
科
（
修
業
年
限
三
年
）
の
代
用
 
 

女  
二○九二二二≡二八  

す
業
料
京
助
金
驚
額
 
 

〝 〝 〝 〝 〝 〃 グ 〃 無  

呵
 
 
 
宅
 
二
八
、
五
〇
 
 

二
六
、
二
〇
 
 

二
九
、
0
〇
 
 

二
七
、
五
〇
 
 

二
〇
、
玉
〇
 
 

二
一
、
六
〇
 
 

二
三
、
五
〇
 
 

一
七
、
五
〇
 
 

一
入
、
二
〇
 
 

れ
を
も
つ
て
学
校
世
話
役
は
 
 

各
戸
を
廻
り
就
学
督
励
に
あ
 
 

た
つ
た
よ
う
で
あ
る
）
（
註
1
）
 
 

明
治
十
五
年
下
半
期
の
川
角
 
 

村
の
学
齢
人
員
は
四
十
三
人
 
 

（
男
二
三
、
女
二
〇
）
で
就
 
 

学
生
徒
二
十
六
人
（
男
二
三
、
 
 

女
三
）
、
こ
れ
で
も
当
時
の
 
 

状
況
ほ
わ
か
る
。
な
お
十
二
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が
、
二
十
九
年
追
分
尋
常
小
学
校
と
改
称
し
独
立
し
た
。
（
校
地
五
官
坪
－
教
 
 

室
一
棟
、
宿
直
室
一
棟
）
三
十
年
に
は
熊
野
尋
常
小
学
校
に
高
等
科
が
併
置
さ
れ
た
。
次
の
表
ほ
大
正
十
三
年
追
分
小
学
校
に
 
 

高
等
科
が
お
か
れ
る
頃
ま
で
の
両
校
の
生
徒
の
実
態
で
あ
る
。
 
 
 

三
十
三
年
に
小
学
校
令
が
改
正
さ
れ
、
尋
常
小
学
校
四
年
、
高
等
小
学
校
二
乃
至
四
年
と
な
つ
た
。
四
十
年
に
は
三
度
小
学
 
 

校
令
改
正
、
義
務
教
育
は
六
年
に
延
長
（
高
一
、
二
を
尋
五
、
六
と
し
高
等
科
を
二
年
と
す
る
）
さ
れ
、
こ
れ
が
、
今
次
教
育
 
 

を
認
め
ら
れ
熊
野
簡
易
小
学
校
（
二
十
一
年
熊
野
尋
常
小
学
校
と
改
称
）
が
誕
生
し
た
。
す
な
わ
ち
出
来
庭
、
萩
城
、
平
谷
、
 
 

呉
地
学
校
を
合
併
（
平
谷
学
校
ほ
こ
の
年
分
離
）
し
、
新
校
舎
も
中
津
字
城
に
三
富
八
十
四
坪
を
敷
地
と
し
、
和
洋
折
要
一
 
 

階
建
瓦
茸
一
棟
（
建
八
十
坪
）
を
三
百
五
十
四
円
で
建
設
し
た
。
当
時
の
学
科
ほ
読
書
、
作
文
、
習
字
、
算
術
、
体
操
で
、
生
 
 

徒
の
学
力
を
優
等
、
尋
常
の
二
等
紅
分
け
卒
業
の
際
こ
れ
を
証
明
し
た
。
熊
野
簡
易
小
学
校
第
一
回
の
卒
業
生
（
二
十
二
年
三
 
 

月
十
五
日
）
は
男
三
、
女
一
で
あ
つ
た
。
授
業
料
ほ
十
九
年
四
月
に
は
一
人
あ
た
り
二
鏡
（
十
月
の
小
学
校
授
業
料
規
則
で
五
 
 

錦
よ
り
五
十
鋳
と
な
る
）
で
、
二
十
二
年
度
ほ
授
業
料
牧
人
ほ
官
立
十
円
三
十
三
錦
玉
座
。
こ
う
し
て
学
校
経
費
は
生
徒
授
業
 
 

料
と
学
区
補
助
費
を
も
つ
て
ま
か
な
わ
れ
た
わ
け
で
あ
る
。
就
学
状
況
に
つ
い
て
ほ
前
に
も
述
べ
た
が
、
二
十
三
年
の
熊
野
村
 
 

費
 
 

年
 
度
経
 
 

一
九
年
 
 

第
一
小
学
校
沿
革
誌
よ
り
 
 

〓
十
六
年
度
卒
業
生
男
二
九
、
女
二
 
 

〓
十
入
牢
箆
は
男
≡
ニ
「
女
王
 
 

在
 
学
、
卒
 
業
 
者
 
数
 
（
第
一
、
〓
小
沿
革
誌
）
 
 

胃
 
 
 
錦
 
屈
 
≡
七
七
、
ニ
ニ
ハ
、
入
 
 

≡
一
五
．
七
入
、
九
 
 

≡
六
五
、
一
〇
、
八
 
 

≡
八
七
、
一
七
、
九
 
 

≡
四
七
、
五
七
、
八
 
 

男
 
三
 
女
一
 
 

男
一
〇
 
 

男
二
二
 
女
一
 
 

卒
 
業
 
数
 
 

の
就
学
生
徒
数
は
男
百
八
十
三
人
、
女
十
八
人
で
未
就
学
ほ
男
三
宮
五
十
二
 
 

人
、
女
五
首
四
十
九
人
で
、
未
就
学
の
原
因
は
地
形
上
の
障
害
（
城
之
堀
、
 
 

萩
原
の
東
北
部
、
初
神
）
と
経
済
上
の
問
題
で
あ
つ
た
が
、
就
学
者
ほ
学
業
 
 

に
よ
く
精
励
し
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
就
学
率
ほ
年
を
追
う
て
よ
く
な
り
 
 

明
治
三
十
三
年
六
七
・
〇
四
％
（
追
分
は
七
八
・
〇
九
％
）
三
十
六
年
八
四
 
 

．
八
五
露
（
追
分
八
三
・
三
三
％
）
三
十
九
年
に
ほ
熊
野
、
追
分
と
も
九
九
 
 

％
を
超
え
わ
が
国
初
等
教
育
前
進
の
一
つ
の
縮
図
を
示
し
て
い
る
。
 
 
 

新
宮
簡
易
小
学
校
は
二
十
一
年
に
熊
野
尋
常
小
学
校
の
分
教
室
で
あ
つ
た
 
 

制
度
改
革
（
六
三
制
）
ま
で
持
ち
続
け
ら
れ
 
 

る
の
で
あ
る
。
こ
の
年
熊
野
尋
常
高
等
小
学
 
 

校
ほ
榊
山
神
社
境
内
に
移
転
し
た
。
（
校
地
 
 

七
百
八
十
八
坪
、
平
屋
建
三
棟
、
十
二
教
室
 
 

）
 
 
 

父
兄
と
家
庭
と
の
協
調
は
学
校
教
育
発
足
 
 

と
同
時
に
行
わ
れ
た
わ
け
で
あ
ろ
う
し
、
明
 
 

治
二
十
年
頃
ほ
各
部
落
で
幻
燈
会
を
開
催
し
 
 

た
記
録
も
あ
る
が
、
こ
れ
が
組
織
化
せ
ら
れ
 
 

た
も
の
が
教
育
後
援
会
（
大
正
十
二
年
結
成
 
 

）
で
あ
つ
た
。
 
 

一
方
、
大
正
十
四
年
に
ほ
婦
徳
（
聖
徳
）
 
 

高
等
女
学
校
（
猪
野
氏
経
営
）
と
幼
稚
園
（
 
 

光
教
坊
内
）
に
創
設
せ
ら
れ
、
翌
年
萩
原
区
 
 

に
熊
野
中
学
校
（
ま
も
な
く
靡
止
）
が
開
校
 
 

し
た
こ
と
ほ
、
熊
野
教
育
界
に
新
し
い
光
明
 
 

を
按
じ
た
も
の
で
あ
つ
た
。
爾
来
婦
徳
高
等
 
 

女
学
校
は
二
十
五
年
の
長
い
間
、
本
町
及
び
 
 

周
辺
の
女
子
教
育
に
貢
献
し
た
功
ほ
偉
大
で
 
 

あ
る
と
言
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
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青
年
教
育
に
関
し
て
学
校
の
果
し
た
役
割
ほ
、
先
ず
補
習
学
校
（
明
治
三
十
年
に
熊
野
に
補
習
科
設
置
、
大
正
九
年
追
分
に
 
 

補
習
学
科
付
設
）
で
あ
る
が
、
つ
い
で
大
正
十
五
年
青
年
訓
練
所
令
が
公
布
せ
ら
れ
、
小
学
校
に
併
置
し
た
同
訓
紋
所
ほ
、
本
 
 

町
青
年
教
育
の
中
心
と
な
り
、
昭
和
八
年
に
ほ
湯
沢
県
知
事
よ
り
表
彰
さ
れ
た
。
当
時
の
青
年
の
活
躍
は
若
人
の
本
領
を
遺
憾
 
 

な
く
発
揮
し
、
体
育
や
弁
論
に
そ
の
成
績
ほ
異
彩
を
放
っ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
し
で
昭
和
十
年
今
ま
で
の
実
業
補
習
学
校
や
青
 
 

年
訓
練
所
ほ
、
熊
野
第
一
、
第
二
青
年
学
校
に
発
展
し
 
（
十
九
年
に
両
校
合
併
、
二
十
年
五
月
、
熊
野
町
昭
和
村
学
校
組
合
立
 
 

青
年
学
校
と
な
る
）
第
二
次
大
戦
の
荒
波
を
超
え
て
、
二
十
三
年
三
月
そ
の
幕
を
閉
じ
る
。
そ
し
て
戦
後
の
青
年
教
育
ほ
青
年
 
 

学
級
や
自
主
的
な
団
体
で
あ
る
青
年
団
等
を
と
お
し
て
、
熊
野
町
発
展
の
推
進
体
と
し
た
く
ま
し
い
歩
み
を
続
け
て
い
る
の
で
 
 

あ
る
。
 
 
 

小
学
校
の
方
ほ
昭
和
六
年
、
本
庄
村
の
平
谷
、
川
角
部
落
合
併
と
と
も
に
、
本
庄
北
（
平
谷
）
小
学
校
を
熊
野
尋
常
高
等
小
 
 

学
校
に
合
せ
、
龍
壷
第
一
．
（
熊
野
）
第
二
（
追
分
）
尋
常
高
等
小
学
校
（
†
六
年
、
国
民
学
校
）
と
改
称
し
た
。
な
お
戦
時
の
 
 

教
育
こ
そ
言
う
ぺ
き
こ
と
は
多
い
が
、
今
は
そ
の
総
べ
て
を
省
略
し
た
い
。
 
 
 

こ
1
で
特
筆
大
書
し
て
お
き
た
小
こ
と
ほ
筆
の
都
熊
野
の
特
殊
行
事
で
あ
る
第
一
回
全
国
書
画
展
覧
会
が
昭
和
七
年
に
開
催
 
 

き
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
現
在
（
三
十
二
年
）
す
で
に
二
十
五
の
齢
を
数
え
、
毎
年
全
国
各
地
か
ら
一
万
数
千
点
の
作
品
 
 

が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
 
 
 

戦
後
の
教
育
ほ
百
八
十
度
の
転
換
を
し
た
。
そ
れ
ほ
民
主
日
本
建
設
の
原
動
力
と
し
て
の
婆
で
あ
つ
た
。
二
十
二
年
学
制
改
 
 

革
、
こ
れ
に
伴
つ
て
新
し
く
熊
野
中
学
校
が
第
一
小
学
校
の
仮
校
舎
を
借
り
て
発
足
し
た
。
二
十
四
年
十
二
月
に
は
榊
山
神
社
 
 

境
内
（
旧
第
一
小
敷
地
）
に
新
校
舎
が
落
成
、
つ
い
で
二
十
七
年
四
月
に
ほ
特
別
校
舎
、
さ
ら
に
三
十
年
七
月
に
ほ
講
常
兼
用
 
 

の
校
舎
一
棟
が
建
設
さ
れ
た
。
．
こ
の
間
の
町
当
局
な
ら
び
に
町
民
の
苦
労
は
真
に
血
の
に
じ
む
思
い
で
あ
つ
た
。
ま
た
教
育
内
 
 

容
も
戦
後
の
混
乱
を
脱
皮
し
、
現
在
着
々
と
そ
の
充
実
を
見
、
す
で
に
中
学
卒
叢
生
千
五
首
九
十
五
人
（
三
十
一
年
度
ま
で
）
 
 

で
第
二
の
熊
野
町
民
と
し
て
力
強
い
歩
み
を
続
け
て
い
る
。
な
お
中
学
校
の
対
外
的
行
事
と
し
て
ほ
毎
年
陸
上
、
庭
球
、
野
球
、
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の 表析諸 て イ る   
評現的聞 の ダ昏     ン   7‾  

仰 の 考圃琶  く  
察 

， 

l  

て  
日   
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師  
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田 巳  
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加 数  五入 七 四 四七五  9（⊃00000  

な
お
新
学
制
の
実
施
と
と
も
に
、
二
十
四
年
海
田
高
校
の
定
時
制
が
婦
徳
高
等
女
学
校
跡
に
設
け
ら
れ
た
が
、
三
年
間
で
廃
 
 

止
さ
れ
た
こ
と
も
熊
野
教
育
史
に
附
記
し
て
よ
い
こ
と
で
あ
ろ
う
。
 
 
 

戦
後
を
中
心
と
し
た
小
、
中
学
校
生
徒
の
卒
業
者
数
や
歴
代
校
長
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
 
 
 

柔
道
、
剣
道
、
弁
論
大
会
等
を
開
催
し
多
彩
で
あ
る
が
、
筆
都
に
ふ
さ
わ
し
い
七
夕
競
書
（
画
）
大
会
が
二
十
六
年
七
月
に
そ
 
 

の
節
一
回
を
開
催
ぎ
れ
、
年
々
盛
況
に
向
か
つ
て
い
る
。
ま
た
二
十
三
年
に
郷
土
誌
筆
の
都
を
発
刊
、
二
十
四
年
単
元
松
喰
虫
 
 

を
同
じ
く
刊
行
し
、
二
十
六
年
に
は
松
喰
虫
駆
除
の
功
に
よ
り
農
林
大
臣
か
ら
表
彰
さ
れ
た
こ
と
も
記
憶
に
新
し
い
こ
と
で
あ
 
 

る
。
 
 
 

小
学
校
の
方
も
着
々
と
施
設
内
容
を
充
実
し
て
今
日
に
至
つ
て
い
る
が
、
校
舎
の
面
で
ほ
第
一
小
学
校
は
二
十
九
年
八
月
講
 
 

堂
落
成
、
第
二
小
学
校
ほ
二
十
七
聖
二
月
西
校
舎
、
三
十
年
七
月
東
校
舎
が
落
成
し
で
面
目
を
一
新
し
た
。
ま
た
書
道
教
育
の
 
 

振
興
の
上
で
注
目
し
て
よ
い
も
の
は
第
一
小
学
校
の
矛
一
回
全
国
善
道
教
育
研
究
大
会
が
二
十
六
年
に
開
催
せ
ら
れ
（
三
十
一
 
 

年
度
よ
り
新
二
小
と
中
学
が
参
加
）
す
で
に
七
回
を
数
え
、
全
国
各
地
か
ら
参
集
す
る
人
々
に
よ
つ
て
真
蟄
な
研
究
が
続
け
ら
 
 

れ
て
い
る
。
研
究
テ
ー
マ
や
講
師
団
等
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
 
 

矛
二
小
学
校
と
し
て
も
芸
 
 

能
関
係
と
し
て
ほ
特
に
図
工
 
 

科
の
充
実
に
努
力
し
、
二
十
 
 

九
、
三
十
年
の
両
度
研
究
会
 
 

を
開
催
し
、
こ
の
面
で
は
以
 
 

後
三
枚
連
合
の
書
道
教
育
研
 
 

究
大
会
に
及
ん
で
い
る
。
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